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議
員　

市

役
所
北
西

角
の
歩
車

分
離
式
信

号
機
に
つ

い
て
、
平
成
24
年
12
月
定

例
会
に
お
い
て
、
看
板
等

を
設
置
す
る
な
ど
周
知
徹

底
に
努
め
る
よ
う
要
望
を

し
て
き
た
が
、
現
在
の
状

議
員　
「
ヘ

ル
プ
カ
ー

ド
」
は
、

障
が
い
の

あ
る
方
が

困
っ
た
と
き
に
周
り
の
方

に
手
助
け
を
お
願
い
し
た

い
内
容
が
書
か
れ
た
携
帯

用
カ
ー
ド
で
あ
る
。
高
齢

者
や
、
発
達
障
が
い
・
精

神
・
知
的
障
が
い
者
等
に

統
一
的
な
わ
か
り
や
す
い

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」
の
作

成
・
配
布
を
。

福
祉
部
長　
身
近
な
人
に

よ
る
手
助
け
が
で
き
る
環

境
は
重
要
。
広
域
的
な
取

り
組
み
を
踏
ま
え
、
使
い

や
す
い
マ
ー
ク
や
カ
ー
ド

の
普
及
を
検
討
し
て
い
く
。

況
は
。

市
民
生
活
部
長　
警
察
と

協
議
を
進
め
て
き
た
が
、

解
決
策
を
見
出
せ
ず
現
状

に
至
っ
て
い
る
が
、
再
度

協
議
を
行
い
、
ラ
イ
ト
で

反
射
す
る
蛍
光
色
を
使
っ

た
電
柱
幕
に
よ
る
注
意
喚

起
を
考
え
て
い
る
。

議
員　

さ
ら

に
路
面
上
を

朱
色
や
グ
リ
ー

ン
な
ど
、
塗

り
つ
ぶ
す
こ

と
な
ど
も
考

え
て
み
て
は

ど
う
か
。

市
民
生
活
部

長　
今
後
、

警
察
や
関
係

部
署
と
協
議
、

検
討
を
し
て

い
く
。

議
員　

万
全
な
体
制
と
、

広
報
活
動
で
の
周
知
徹
底

で
、
給
付
漏
れ
の
な
い
よ

う
、確
実
に
フ
ォ
ロ
ー
を
。

福
祉
部
長　

公
共
施
設
、

町
会
掲
示
板
等
に
掲
示
す

る
ポ
ス
タ
ー
、
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
。
ま

た
、
広
報
戸
田
市
に
定
期

的
に
掲
載
し
周
知
徹
底
を

図
る
。
漏
れ
な
く
支
給
す

べ
く
、
適
宜
対
策
を
講
じ

る
。

議
員　
昨
年
12
月
「
消
防

団
を
中
核
と
し
た
地
域
防

災
力
の
充
実
強
化
に
関
す

る
法
律
」
が
施
行
。
消
防

団
の
根
本
的
な
強
化
を

国
、
自
治
体
に
求
め
て
い

る
。本
市
の
取
り
組
み
は
。

議
員　
こ
こ
の
交
差
点
の

信
号
機
を
元
の
定
周
期
式

信
号
機
に
変
更
を
。

市
民
生
活
部
長　
市
民
か

ら
の
同
様
の
意
見
も
あ
り
、

再
度
警
察
と
協
議
す
る
。

議
員　
危
険
と
思
わ
れ
る

交
差
点
に
こ
そ
、
安
全
対

策
と
し
て
歩
車
分
離
式
信

号
機
や
歩
行
者
用
信
号
機

の
設
置
を
要
望
す
る
。

市
民
生
活
部
長　
安
全
対

策
と
し
て
有
効
で
あ
る
と

考
え
、
警
察
と
協
議
し
、

要
望
し
て
い
き
た
い
。

議
員　
全
国
で
樹
木
の
倒

壊
事
故
が
発
生
し
、
け
が

人
も
出
て
い
る
が
、
本
市

に
お
け
る
状
況
は
。

環
境
経
済
部
長　
本
市
に

お
い
て
の
事
故
は
な
く
、

今
後
も
台
風
な
ど
自
然
災

害
な
ど
も
考
え
、
目
視
に

よ
り
し
っ
か
り
点
検
す
る
。

消
防
長　
退
職
報
償
金
の

一
律
５
万
円
引
き
上
げ
を

提
案
。
条
例
改
正
を
視
野

に
費
用
弁
償
・
任
用
資
格
・

定
数
等
の
見
直
し
も
検
討

す
る
。
装
備
品
は
、
ト
ラ

ン
シ
ー
バ
ー
、
高
機
能
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
、
ゴ
ー
グ
ル
等
、

装
備
、
訓
練
も
、
さ
ら
に

充
実
を
図
る
。

▲文化会館前交差点の歩車分離式信号機

▶
消
防
団
に
よ
る
水
防
訓
練

看
板
等
を
設
置
す
る
な
ど

　さ
ら
な
る
周
知
徹
底
を

「
警
察
と
協
議
重
ね
注
意
喚
起
を
進
め
る
」

熊
木 

照
明 

議
員

歩車分離式信号

障
が
い
者・高
齢
者
に

統
一
的
な
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
を

「
手
助
け
を
で
き
る
環
境
は
大
変
重
要
」

三
浦 

芳
一 

議
員

福祉施策

議員は、毎年３月、６月、９月、12月に開く定例
市議会で、市政全般に対し質問をすることができま
す。これを「一般質問」といいます。
今定例会では、６月16日から４日間かけて、18

人の議員が一般質問を一問一答方式で行いました。
ここに掲げたのは、その質問・答弁の大要です。一
般質問の原稿は、質問者本人が執筆しております。
なお、一般質問の模様は、議会ホームページから

ごらんいただくことができます。

一般質問一般質問

市
内
樹
木
の

           

倒
壊
事
故
は

消
費
税
増
税
で

「
臨
時
給
付
金
」
の

円
滑
な
推
進
を

消
防
団
の
処
遇
改
善
・

装
備
品
・
訓
練
の
充

実
を

住民票が作成されない
場合の対応は

「行政サービス提供へ調整に努める」
本田　哲 議員

無
戸
籍
児

議
員　

Ｎ

Ｈ
Ｋ
ク
ロ

ー
ズ
ア
ッ

プ
現
代
で
、

「
戸
籍
の

な
い
子
ど
も
た
ち
」
が
放

送
さ
れ
、
無
戸
籍
児
へ
の

対
応
が
自
治
体
で
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
た
。
本
市
で
の
対

応
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長　
こ
れ
ま

で
も
、
Ｄ
Ｖ
被
害
や
離
婚

な
ど
の
事
情
に
よ
り
出
生

届
を
提
出
し
て
お
ら
ず
、

無
戸
籍
児
に
な
っ
て
い
る

の
を
ど
う
し
た
ら
解
消
で

き
る
か
、
戸
籍
や
住
民
票

作
成
の
相
談
は
受
け
て
き

た
。
ま
た
、
総
務
省
通
達

に
よ
り
、
一
定
の
要
件
を

満
た
せ
ば
出
生
届
が
な
く

て
も
住
民
票
が
作
成
で
き

る
の
で
、
住
民
票
に
基
づ

く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
は
可
能
と
な
る
。

議
員　
総
務
省
通
達
の
要

件
は
３
つ
あ
る
が
、
全
て

の
要
件
を
満
た
せ
ず
、
住

民
票
が
作
成
さ
れ
な
い
場

合
の
対
応
は
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
必
要
要

件
を
満
た
さ
な
い
場
合
、

埼
玉
県
を
経
由
し
て
総
務

省
へ
の
照
会
を
実
施
す
る

が
、
生
活
に
必
要
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
円
滑
に
提
供

す
る
た
め
に
、
積
極
的
に

住
民
票
作
成
の
調
整
に
努

め
る
。
ま
た
、
必
要
に
応

じ
て
、
教
育
、
医
療
等
の

各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
担

当
部
局
と
も
情
報
を
共
有

し
、
積
極
的
に
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

▲街灯がなく夜暗い危険な戸田ボート
コース北側道路

そ
の
他
の
質
問

Ｑ
戸
田
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

北
側
道
路
に
街
灯
が

設
置
さ
れ
て
い
な
い

区
間
が
あ
る
。
街
灯

を
設
置
す
べ
き
。

Ａ
道
路
照
明
灯
の
設
置

を
検
討
す
る
。


